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統 計

JA 新潟県厚生連長岡中央綜合病院病理部の業務統計報告
―厚生連病理センター設立後４０年の歩み―

長岡中央綜合病院，病理部：病理医

い か らし とし ひこ

五十嵐俊彦

戦前においては、病理学の目的は大学における解剖
例を通してみた疾患の解明にあった。ところが敗戦
後、アメリカの医学が導入され、病理学は解剖例のみ
ならず生検材料を取り扱うようになり、臨床病理検討
会（clinicopathological conference, CPC）なども行われ
て、臨床とのかかわりが従来よりも一層緊密になっ
た。しかし終戦直後の生検材料は、大学付属病院のも
のは勿論のこと、学外のものも大学に送付され、病理
学教室で処理されていた。ところが１９５５年（昭和３０年、
５８年前）頃から学外の一般病院においても独自に生検
材料を処理したいとの要望があり、各病院で組織標本
を作製する施設が設けられた。新潟県でも病理セン
ターをはじめ長岡日赤、高田県立中央病院などでは、
専門の病理学者がこれらの病院に赴任して生検材料や
解剖例の処理をするようになった。

新潟県厚生連においては、当初は病理学教室員が長
岡中央綜合病院に非常勤に出向して標本をみていた
が、常勤業務体制として新潟県厚生農業協同組合連合
会病理センターを昭和４６年４月（１９７１年、４２年前）に
開設し、更に、昭和５６年３月（１９８１年、３２年前）に衛
生検査所として対応することとなった。施設理念は、
「病院の医療機能の向上並びに診療支援として、現代
医療において病理検査は欠くことのできない重要な部
門であり、系統病院をはじめ広く医療機関からの機能
負託に応え、以って地域医療に貢献することを理念と
する。」と明記されている。初代小島國次所長（１９７１-
８９）、二代石崎敬所長（１９９０-７）、三代不肖筆者（１９９８-）
が責任を任されてきた。開設後１０年の節目に、初代小
島先生が「新潟県厚生連病理センター 十年の歩み」
を刊行され、発足よりの１０年間の業務・業績を公表さ
れた（１）。当時（１９８１年１０月６日）の新聞紹介記事に
おいて、臨床における病理検査の意義が述べられてい
る（写真１）。更に、開設３０年目において、本誌２００４
年版に業務統計を再報告した（２）。当施設は２００４年に
中越地震に見舞われ、全ての検体標本が破損し廃棄せ
ざるをえなかった（写真２）。当施設は２００５年１０月に
長岡中央綜合病院に移管され、開設４０年（移管後病理
部開設８年目）の節目を迎えた。本稿において従来報
告内容に最近の統計を加えて報告した（表１）。

年間細胞診・組織診検体数の年度別変化において、
年間検体検査数は増加傾向が認められる（図１）。当
施設を取り巻く医療環境は８０年代（昭和）までは量的
拡大の時代で取り扱い検体数も増加した。９０年代（平
成）以降は医療費抑制の時代にもかかわらず取り扱い
検体数は増加した。直近８年間は系統２病院の検体を
大学病理学教室に委託した為に増加が停止した。

年間取り扱い剖検数の年度別変化において、顕著な
減少が認められ、現在の剖検数はピーク時の２又は３
割となった（図２）。この減少傾向は全国的なもので、
その原因は生前診断の進歩、承諾の煩雑さ、訴訟誘発、
コスト等によると考えられる。

術中迅速診断件数は増加傾向であった（図３）。縮
小手術の増加が原因と考えられる。

病理標本材料を使った遺伝子検査を導入して１３年目
を向えた。直近の取り扱い検体数の増加の原因は、ヒ
ト乳頭腫ウイルス検査の増加である（図４）。
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Statistic review

Pathological statistic report during ４０ years after the es-
tablishment of Pathology Center

Nagaoka Central General Hospital, Pathology Center ; Pa-
thologist
Toshihiko Ikarashi

Pathology Center of JA Niigata Prefectural Welfare Asso-
ciation had been established on April in１９７１（Showa４６th

year）, at ４２ years ago, and it was registered as hygiene
laboratory institute on March in１９８１. The purpose of our
institute was to improve and assist the modern medical
function of associated hospitals contributing local medical
cares. This institute was firstly managed by Kuniji Ko-
jima, secondly by Takashi Ishizaki, and thirdly by the
author. At a turning point of１０years after an establish-
ment, Kojima firstly published the commemorative book,
named as“Achievements for ten years after the establish-
ment of Pathology Center”. After ３０ years, we, further-
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表１．業務検体数の年度別変遷

西暦 年号
細胞診

迅速 組織診 剖検 テレパ
ソロジー

遺伝子
検査

期間設立後年数
（移管後年数）総数 外来

検診
子宮 肺

１９７１年 昭和４６年 １４９７ １４９７ ３３２１ ２３ 病理センター
１（年度４／１～３／３１）

１９７２年 ４７年 ２５７１ ２５７１ ４０３０ ４９ ２

１９７３年 ４８年 ３０２８ ２６７８ ３５０ ３９１９ ５０ ３

１９７４年 ４９年 ３４４５ ３１８４ ２６１ ４２３７ ６０ ４

１９７５年 ５０年 ３８１８ ３５８５ ２３３ ４７５０ ６５ ５

１９７６年 ５１年 ４３０１ ３５１７ ７８４ ５２８１ ５２ ６

１９７７年 ５２年 ４１４２ ３０９２ １０５０ ５２８４ ５２ ７

１９７８年 ５３年 ６０９２ ３８５５ ２２３７ ５５５０ ７５ ８

１９７９年 ５４年 ６７９７ ４２１３ ２５８４ ６２１１ ６６ ９

１９８０年 ５５年 ７９４４ ４７７９ ３１６５ ６４６５ ６４ １０

１９８１年 ５６年 ８８４８ ５５７８ ３２７０ ７４００ ６２ １１

１９８２年 ５７年 １１８２５ ５９８０ ５８４５ ９０３０ ６２ １２

１９８３年 ５８年 １３５４２ ７１５６ ６３７９ ７ ９９５０ ８９ １３

１９８４年 ５９年 １４３４７ ７９０３ ６３５１ ９３ １０３７１ ９２ １４

１９８５年 ６０年 １５６９４ ８５３２ ６０１５ １１４７ １１８２８ ８０ １５

１９８６年 ６１年 １７７７３ ９９２９ ６０３７ １８０７ １３８２８ ６４ １６

１９８７年 ６２年 ２０１５２ １１５８１ ６８６５ １７０６ １３９６８ ６４ １７

１９８８年 ６３年 １９８５３ １１００２ ７４６３ １３８８ １３９６４ ６６ １８

１９８９年 平成１（６４）年 ２０６２９ １１１９５ ７８０９ １６２５ １３６４３ ４６ １９

１９９０年 ２年 ２１２８７ １１８８４ ７８９４ １５０９ ９２ １５２５３ ５５ ２０

１９９１年 ３年 ２４８３０ １４０２０ ９４０９ １４０１ １００ １６６９８ ４８ ２１

１９９２年 ４年 ２６４０３ １５３３５ ９７１４ １３５４ １３１ １８１７０ ４６ ２２

１９９３年 ５年 ２７３９２ １５７１７ １０３３１ １３４４ ９６ １９６００ ６２ ２３

１９９４年 ６年 ２７０９７ １５７３２ １０１１４ １２５１ ９８ １７３５７ ４４ ２４

１９９５年 ７年 ２６７６２ １４６７１ １０２９６ １７９５ ８５ １７６８２ ２９ ２５

１９９６年 ８年 ２８３１８ １６１６１ １０３８４ １７７３ １０６ １７９６０ ５５ ２６

１９９７年 ９年 ２９５２１ １７１７６ １０６８８ １６５７ １０９ １７９５９ ５２ ２７

１９９８年 １０年 ２９０１４ １５５１０ １１８４５ １６５９ １１３ １８４３３ ５３ ２８

１９９９年 １１年 ３０３９２ １５５８６ １２９６３ １８４２ １８９ １８５４４ ３９ ２９

２０００年 １２年 ３１１３６ １６９６７ １２２７３ １８９６ ２３８ １９６８４ ５３ ３０（年度１／１～１２／３１）
２００１年 １３年 ３２３６０ １７３５０ １３０７７ １９３３ ２４１ ２００００ ４１ ３１

２００２年 １４年 ３２７１６ １７２２８ １３５４９ １９３９ ２４８ ２０２２５ ７４ １１８ ２６２ ３２

２００３年 １５年 ３２６６３ １６５０４ １３７３６ ２４２３ ２０８ ２０５７０ ４２ １０６ ３５３ ３３

２００４年 １６年 ３２４４０ １６３３４ １３６６７ ２４３９ ２０９ ２００７７ ２５ ７１ ３１２ ３４

２００５年 １７年 ３０２５０ １６３０４ １１５４６ ２４００ ２０８ １９６２３ ３９ ８８ ２２３ ３５（１０／０１中央病院移管１）
２００６年 １８年 ３０４６９ １６５３３ １１５０１ ２４３５ １３７ ２１５５４ ２３ ４７ ２７９ ３６（２）

２００７年 １９年 ３０３６２ １６７２０ １１２１８ ２４２４ ２２７ ２２０４４ ２７ ７８ ３１８ ３７（３）

２００８年 ２０年 ３１６８８ １７０７７ １２２０３ ２４０８ ２４５ ２０５７６ ２０ ８０ ３７４ ３８（４）

２００９年 ２１年 ３０３１１ １５５９４ １２４３９ ２２７８ ２４３ １８８８６ １１ ５７ ３５９ ３９（５）

２０１０年 ２２年 ３１４２２ １６４９４ １２７５０ ２１７８ ２４２ １７６５２ １４ ５９ ３５１ ４０（６）

２０１１年 ２３年 ３１２５２ １７３２５ １２２１０ １７１７ ２６７ １７４６７ １５ ６４ ３４９ ４１（７）

２０１２年 ２４年 ３０５１３ １６９７５ １１９４４ １５９４ ２５３ １７３２４ １２ ７５ ５７７ ４２（８）

注意 ２０００（Ｈ１２）年度より年度開始を１月１日、年度終了を１２月３１日と変更。それ以前は、年度開始を４月１日、年度終
了を翌年の３月３１日としてある。

more, reported our statistic analysis in this journal in
２００４. In this report our recent practices were disclosed.

Key Words : Nagaoka Central General Hospital, Depart-

ment of pathology, Pathology Center of Niigata
Prefectural Welfare Association, statistic report,
cytology, histopathology, autopsy, telepathology,
image transmission, genetic examination
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図１．年間細胞診・組織診検体数の年度別変化

図２．年間剖検数の年度別変化
上図：当施設、下図：日本病理学会剖検輯報データベースに基づいた全国登録施設の届出解剖総数。
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図３．迅速検体数の年度別変化
迅速総検体数＝３病院合計検体数（長岡中央病院＋村上病院＋柏崎医療センター）

テレパソロジー＝２病院合計検体数（村上病院＋柏崎医療センター）
年間迅速検体数は２５０件で定常状態となっている。

図４．遺伝子検査数の年度別変化
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写真１．病理センター開設１０年目の新聞紹介記事（１９８１．１０．６付）
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（２０１３／０１／２２受付）

写真２．病理センター鏡検室、中越地震被災当日深夜、２００４年：ガラ
ス標本マッペ棚・本棚が破損した。

写真３．施設職員集合写真、病理センター玄関脇、長岡中央病院移管
前、２００５年
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